
 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

今朝は、子どもたちのスキー教室を応援するかのように、昨日から雪がたくさん降りました。

これで、スキー場はもちろん、校庭でも思う存分雪遊びやスキーの練習に取り組めることと

思います。 

 校舎前の松が倒れました    ～ ほかの松にも十分注意を！ ～ 

 校舎の前には立派な赤松の木が三本立っていましたが、その中の真ん中の一本が、昨晩からの大雪で

倒れてしまいました。夏の陽射しを和らげてくれた大切な松、おそらく校舎を新築した際に植樹された

ものではないかと思います。 

卒業生の心象風景に残る思い出

の松であったかも知れません。 

今回の雪は、湿気を含んだ重

い雪、ほかの松も倒れる危険性

があります。子どもたちには、

「近づいたりしない」ことを繰

り返し指導しました。保護者の

皆様も、児童クラブの送迎の際

などは、中央玄関を利用し、松

の付近を通らないようにお願い

します。                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜ ３年生が取り組んだ冬休みの絵日記から  「兄妹っていいですね。心が洗われる思いです」  ＞ 
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＜ 校舎前の松の倒木、ほかの木も倒れないか心配です。 H29.1.13 ＞ 

 



 

 

 

第３学期 始業式の言葉  ～ チームワークと伝統 ～ 

新年あけましておめでとうございます。 

 今日から第三学期が始まりますが、今日の話のテーマは「チームワークと伝統」です。 

 1 月 2 日、3 日と行われた東京箱根間往復大学駅伝競走、いわゆる箱根駅伝には、喜多方高校出身

の二人の選手が出場し活躍しました。一人目は、6区山下り、駒澤大学の物江雄利選手、もう一人は

10 区アンカー、国士舘大学の渡部勇人選手です。箱根駅伝に出場することは、大学生ランナーの憧

れであり、目標だと言われていますから、これは快挙ですね。厳しい練習を積み重ねてきた成果だと

思います。姥堂小学校でも、目標に向かって朝のマラソンに取り組んでいる友達がいます。昨年 10

月の子ども駅伝では、六年生チームが三位入賞を果たしましたし、4年生の平野悠樹くんは 1区区間

賞の走りをみせてくれました。数年後、今ここにいる皆さんの中から箱根駅伝に出場する選手が出る

かも知れませんね。その時には、校長先生は何を置いても応援に駆けつけたいと思います。 

 ところで、この箱根駅伝で優勝した青山学院大学の原晋監督は、インタビューの中で、目の前で喜

びに沸く選手だけでなく、１３年前から原監督とともに青山学院大学の基盤、伝統を築いてきた各年

代の四年生の努力を讃え、感謝の言葉を口にされていました。優勝を勝ち取る為には、今、出場する

選手だけでなく、卒業した先輩や一緒に走って練習してきた仲間がとても大事だということを言って

いるのだと思います。 

 実は今年、私は国士舘大学の選手を応援するために、神奈川県藤沢市に行ってきました。そこには、

テレビの画面に映ることはありませんが、５キロ毎のタイムを計って大きな紙に書き出し、ランナー

に知らせる陸上部員、伴走してペットボトルの水を渡す陸上部員など、華やかに活躍する選手を陰で

支えるたくさんの学生の姿がありました。実に献身的であり、実に美しい姿でした。各年代の最上級

生、本校で言えば 6年生が伝統を築き、後に続くみんなが力を合わせて、その伝統を更に前に進める

ことができれば、それまで不可能だと思っていたことが現実になるのだと思います。 

 三学期は、一年のまとめの学期です。六年生は、一日一日を大切にし、四月からの中学校生活に向

けた準備を整えてください。五年生は、いよいよ六年生から 

伝統を引き継ぐ番です。五人で話し合い、学び合いながら、 

創意工夫に溢れた姥堂小学校を目指してください。四年生は、 

五年生のサポートお願いします。十三名の六年生が卒業する 

と、五年生と四年生を合わせても十二名です。ですから、今 

の六年生の役割を四年生が担うこともあるでしょう。五年生 

と力を合わせてがんばってください。三年生は、今年も三人 

仲良く、二年生のお姉さんとして、勉強や運動はもちろん、 

学級の仕事にも模範を示してくださいね。二年生は、三年生 

の姿をよく見て倣い、運動も勉強も、去年と同じように元気 

いっぱい全力で取り組み、そして楽しんでください。最後に 

一年生、一年生も、もうすぐお兄さんお姉さんになりますね。 

四月になると十四名の新入生が入学してくるからです。とて 

も楽しみです。今から準備を少しずつ進めて、立派な二年生 

を目指してください。 

これで、校長先生のお話を終わります。 

 

＜渡部勇人選手の勇姿 H29.1.3 ＞ 


